
2020年（令和2年）４月12日　　（4）第246号 あ か し 市 議 会 だ よ り

一般質問・質疑一般質問・質疑
　
２
月
27
日
、28
日
、３
月
２

日
の
本
会
議
で
は
、15
人
の
議

員
が
登
壇
し
、市
の
見
解
を

求
め
ま
し
た
。ま
た
、３
月
19

日
に
は
追
加
提
案
さ
れ
た
一

般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

１
人
の
議
員
か
ら
質
疑
が
あ

り
ま
し
た
。発
言
者
と
質
問

項
目
の
一
覧
は
下
段
に
、
主

な
内
容
は
４
面
か
ら
６
面
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
る
と
本
会
議
の
録
画
映
像

を
ご
覧
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

発　言　者　一　覧
― 発言順 ―（　）は会派名

２月27日・28日・3月２日
森　　　勝　子（維新の会）
①西明石活性化　②おむつ無料宅配　③婚活支援
丸　谷　聡　子（未来明石）
①（仮称）あかしインクルーシブ条例の検討状況
②放課後児童クラブの運営体制強化　③安心し
て生きる力を育める「こどもの居場所」　④新
幹線車両基地問題
石　井　宏　法（自民党 真誠会）
①全国豊かな海づくり大会実施及び豊かな海づ
くり推進
国　出　拓　志（公明党）
①教育環境　②防災・減災対策　③受動喫煙か
ら子どもたちを守る市の責務
竹　内　きよ子（フォーラム明石）
①ユニバーサルデザインのまちづくり　②食品
ロス削減の現状と今後の本市の取り組み　③不
登校児童生徒への支援のあり方
楠　本　美　紀（日本共産党）
①放課後児童クラブの充実　②ひきこもり支援
事業　③市民の安心・安全を守る市民病院
家根谷　敦　子（スマイル会）
①ユニバーサルツーリズム　②総合福祉センター
新館　③手話言語・障害者コミュニケーション条例
北　川　貴　則（維新の会）
①福祉の充実　②「日本一安全なまち明石」の
実現のための危機管理　③新年度予算と人口増
策　④新庁舎
灰　野　修　平（自民党 真誠会）
①平常時と災害時の垣根を取り払う（フェーズ
フリー）　②市役所新庁舎建設基本計画に関す
る市民説明会
尾　倉　あき子（公明党）
①やさしい共生社会の実現に向けての高齢者等
の移動支援　②認知症になっても安心して暮ら
せるまちづくりの推進　③高齢者の健康長寿の
ためのフレイル予防を
林　　　丸　美（フォーラム明石）
①子どもの遊び場・活動の場
千　住　啓　介（自民党 真誠会）
①天皇皇后両陛下の奉迎　②発達障害者支援　
③大久保北部の遊休地の利活用（仮称）明石テクノ
パーク構想
飯　田　伸　子（公明党）
①地域医療構想と明石市立市民病院　②高齢者
の運転免許返納制度
寺　井　吉　広（自民党 真誠会）
①社会福祉協議会の事業　②地域住民の支え合い
を進める拠点・居場所づくり　③スポーツ振興
辻　本　達　也（日本共産党）
①議案第５号　明石市住民投票条例制定のこと
②生活保護行政　③JR大久保駅－魚住駅間の大
規模車両基地計画　④都市計画道路山手環状線
大窪工区

３月19日
楠　本　美　紀（日本共産党）
①議案第49号　令和元年度明石市一般会計補正
予算（第５号）

問�　
発
達
障
害
者
の
支
援
に

つ
い
て
聞
く
。

答�　
本
市
は
、
発
達
障
害
を

は
じ
め
支
援
を
必
要
と
す

る
人
や
そ
の
家
族
へ
の
支

援
拠
点
と
し
て
、
平
成
21

年
に
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
た
。
当
セ
ン
タ

ー
へ
の
相
談
件
数
は
、
26

年
度
の
２
２
７
４
件
か
ら

令
和
元
年
度
は
１
月
末
時

点
で
３
５
７
１
件
と
増
加

し
て
い
る
。
ま
た
、
市
立

の
児
童
療
育
施
設
「
あ
お

ぞ
ら
園
」
と
発
達
支
援
事

問�　
昨
年
９
月
に
、
国
は
市

民
病
院
を
再
編
統
合
の
再

検
証
を
求
め
る
病
院
の
一

つ
と
し
て
公
表
し
、
市
民

問�　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

充
実
に
向
け
た
市
の
取
り

組
み
状
況
を
聞
く
。

答�　
今
年
４
月
か
ら
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
委

託
先
を
あ
か
し
こ
ど
も
財

団
に
変
更
す
る
。
人
員
体

制
を
よ
り
強
化
す
る
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市

と
連
携
し
た
安
定
的
な
支

援
の
提
供
と
育
成
内
容
の

充
実
が
期
待
さ
れ
る
。
ま

た
、
さ
ら
な
る
人
材
確
保

の
た
め
、
職
員
の
給
与
改

善
や
職
場
環
境
の
向
上
も

行
う
。
各
児
童
ク
ラ
ブ
で

は
、
基
本
的
に
現
在
の
支

援
員
が
そ
の
ま
ま
従
事
し
、

運
営
体
制
の
変
更
に
よ
る

現
場
の
混
乱
が
な
い
よ
う

に
し
て
い
く
。

　

�　
障
害
が
あ
る
な
ど
支
援

が
必
要
な
児
童
に
つ
い
て

は
、
保
護
者
や
学
校
等
と

連
携
す
る
と
と
も
に
支
援

員
へ
研
修
を
実
施
し
、
適

切
な
配
慮
が
行
え
る
よ
う

に
す
る
。
さ
ら
に
、
支
援

員
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
巡
回
指
導
に
加
え
、

臨
床
発
達
心
理
士
や
作
業

療
法
士
な
ど
の
助
言
を
受

け
ら
れ
る
体
制
も
整
備
し
、

子
ど
も
に
寄
り
添
っ
た
支

援
の
充
実
に
努
め
る
。

問�　
や
さ
し
い
ま
ち
を
目
指

し
、
昨
年
５
月
に
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
新
館
を
開
館

し
た
が
、
貸
室
利
用
が
少

な
い
と
聞
く
。
本
館
も
含

め
た
利
用
状
況
を
問
う
。

答�　
本
館
の
貸
室
利
用
率
に

つ
い
て
は
、
60
％
前
後
で

推
移
し
て
い
る
。
利
用
率

向
上
の
対
策
と
し
て
、
引

き
続
き
高
齢
者
や
障
害
者
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど

の
利
用
を
優
先
し
つ
つ
、

一
般
の
有
料
利
用
者
の
申

し
込
み
受
け
付
け
を
1
週

間
前
か
ら
２
週
間
前
に
変

更
し
た
結
果
、
利
用
率
は

少
し
向
上
し
た
。

　

�　
新
館
の
利
用
状
況

は
、
月
平
均
で
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
体
験
が

約
千
人
、
障
害
者
就

労
支
援
カ
フ
ェ
は
約

６
０
０
人
、
定
員
30

人
の
み
ん
な
食
堂
は

１
回
の
利
用
平
均
が

24
人
で
、
交
流
目
的

と
し
て
は
一
定
の
成

果
が
あ
る
。
利
用
促
進
に

向
け
て
は
一
層
の
周
知
が

必
要
で
あ
り
、
障
害
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
幅
広
い
層

に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、重
点
的
に
検
討
を
進

め
て
い
く
。

に
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
。

市
の
認
識
と
病
院
の
現
状
、

今
後
の
対
応
を
聞
く
。

答�　
市
は
、
国
が
公
表
の
根

拠
と
し
た
デ
ー
タ
だ
け
で

一
律
に
判
断
し
た
こ
と
は
、

実
情
に
そ
ぐ
わ

な
い
分
析
だ
と

認
識
し
て
い
る
。

市
民
病
院
は
運

営
を
地
方
独
立

行
政
法
人
に
移

管
し
た
後
、
さ

ま
ざ
ま
な
改
革

を
進
め
、
消
費

増
税
の
影
響
を

受
け
た
平
成
26

年
度
を
除
き
、
経
常
収
支

は
黒
字
を
維
持
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
の
多
様
な
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
急

性
期
医
療
を
中
心
と
し
て

在
宅
医
療
に
至
る
ま
で
総

合
的
に
提
供
し
、
自
治
体

病
院
の
役
割
を
確
実
に
果

た
し
て
い
る
。

　

�　
市
と
し
て
は
、
市
民
病

院
が
健
全
な
経
営
を
維
持

し
、
地
域
医
療
に
貢
献
し

て
い
る
現
状
を
市
民
に
正

し
く
伝
え
る
と
と
も
に
、

市
民
病
院
が
今
後
も
医
療

機
能
の
充
実
を
図
り
、
地

域
医
療
を
守
っ
て
い
け
る

よ
う
に
支
援
し
た
い
。

明石市立市民病院
再編統合の検証を求められるも
健全経営で地域医療に貢献

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

運
営
委
託
先
を
変
更

�

さ
ら
な
る
充
実
へ

発
達
障
害
者
支
援

療
育
機
会
を
増
や
し

�

就
労
支
援
も
行
う

総合福祉センター
幅広い層へ周知し
利用促進の対策を

多様なニーズに応える市民病院

１周年を迎える総合福祉センター新館

問�　
認
知
症
施
策
と
チ
ー
ム

オ
レ
ン
ジ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
聞
く
。

答�　
本
市
は
、
認
知
症
施
策

と
し
て
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
貸
与

や
認
知
症
総
合
相
談
窓
口

の
開
設
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。平
成
30
年
度
か
ら
は
、

認
知
症
の
疑
い
の
あ
る
人

に
診
断
費
用
等
を
助
成
す

る
認
知
症
早
期
支
援
事
業

を
開
始
し
た
。
ま
た
、
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、

大
人
だ
け
で
な
く
子
ど
も

に
も
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
た
め
、
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー

タ
ー
の
養
成
を
進
め
て
い

る
。
今
年
度
も
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
を
継
続
す
る
と

と
も
に
（
仮
称
）
認
知
症

施
策
推
進
条
例
の
制
定
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　

�　
国
の
認
知
症
施
策
推
進

大
綱
で
は
、
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
を
中
心
に
近
隣
住

民
で
チ
ー
ム
を
作
り
、
認

知
症
の
人
や
そ
の
家
族
の

支
援
を
行
う
チ
ー
ム
オ
レ

ン
ジ
を
地
域
ご
と
に
整
備

す
る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。
本
市
で
も
支
援
ニ

ー
ズ
等
を
調
査
研
究
し
、

チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
の
整
備

に
取
り
組
む
考
え
だ
。

業「
き
ら
き
ら
」に
お
い
て
、

作
業
療
法
士
や
言
語
聴
覚

士
、
臨
床
心
理
士
等
の
専

門
職
に
よ
る
多
角
的
な
療

育
を
行
っ
て
い
る
が
、
定

員
や
回
数
に
限
り
が
あ
る

た
め
、
市
内
の
医
療
機
関

や
障
害
児
通
所
事
業
所
で

療
育
機
会
を
増
や
す
方
策

を
検
討
し
て
い
く
。
新
た

な
施
設
の
設
置
に
は
、
場

所
の
確
保
や
財
政
的
な
課

題
は
あ
る
が
、
支
援
の
充

実
に
向
け
て
調
査
研
究
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

　

�　
な
お
、
就
労
支
援
に
つ

い
て
は
、
市
の
障
害
者
就

労
・
生
活
支
援
セ
ン
タ

ー
「
あ
く
と
」に
お
い
て
、

本
人
の
特
性
や
能
力
に
応

じ
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

認
知
症
の
人
や
家
族
を
支
援

�

チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
の
整
備
へ

対
策
を
行
う
。
今
後
は
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
に
更
新
し
、
公

園
内
を
明
る
く
す
る
等
の

防
犯
対
策
も
進
め
て
い
く
。


